


 

 
 

 

２． 修正の理由 
 【連結】 

前回発表した予想に対して、営業収益は116億円増加の1,153億円となる見込みです。当社グループの主力事

業であるローン事業を始めとした各事業から得られる営業収益は概ね計画通りとなる見通しですが、これとは別

に弊社子会社であるライフカードにおいてシステム開発の受注にかかる売上高128億円を計上することによりま

す。 

 

また、営業費用は180億円増加の1,128億円となる見込みです。上記システム開発の受注にかかる売上原価

112億円を計上するほか、足元の利息返還の状況を踏まえ、123億円の利息返還損失引当金の追加繰入を行う一

方、37億円の利息返還に伴う債権放棄にかかる引当金（貸倒引当金）の戻入れを行うため、86億円の利息返還関

連費用を計上いたします。 

 

以上の結果、営業利益は24億円（前回予想比64億円減）、経常利益は28億円（同63億円減）、親会社株主に

帰属する当期純利益は39億円（同61億円減）となる見通しです。 

 

なお、ライフカードのシステム開発の受注については次のとおりであります。 

 

システム開発にかかる利益は概ね見込まれていたものの、本件は大型プロジェクトであったこともあり、工数

等に不確定要素が多く、変動が予測されました。そのため、業績予想の公表には慎重を期し、予想可能であった

「利益」を、システムが完成する当連結会計年度の「その他営業収益」で取り込んでおりました。 

 

こうした中、予定通り、本年３月にシステムが完成したことを受け、確定した「売上」128億円を営業収益

に、「原価」112億円を営業費用に、それぞれ総額計上するものです。なお、本件にかかる「利益」は概ね変更ご

ざいません。 

 

 【単体】 

 営業収益は概ね計画通りとなる見通しですが、営業費用においては、連結同様、123億円の利息返還損失引当

金の追加繰入を行う一方、37億円の利息返還に伴う債権放棄にかかる引当金（貸倒引当金）の戻入れを行うた

め、86億円の利息返還関連費用を計上いたします。 

 

以上の結果、営業利益は３億円（前回予想比61億円減）、経常利益は９億円（同61億円減）、当期純利益は24

億円（同60億円減）となる見通しです。 

 

 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づく見通しであり、最終の業績は今後の精

査結果等、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
 
 

以 上 


